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京大東アジアセンターニュースレター   第 491号   








〇 続・多国籍中小企業奮戦記 ： バングラデシュ編 
〇 読後雑感 アジア編 ： ２０１３年 第１８回 















■京都会場  2013年 12月 7日(土) 13時 
     京都大学百周年時計台記念館 2階国際交流ホール 
 
■東京会場  2013年 12月 9日(月) 13時 






挨拶  京都大学大学院経済学研究科長 植田和弘 
  
13:30-14:30 
京都大学大学院経済学研究科 教授 塩地 洋  日系企業から見たミャンマー自動車産業(仮題 以下同) 
  
14:30-15:00 
鹿児島県立短期大学 講師  山本 肇  自動車産業－政策･発展史･今後の展望 
  
15:15-15:45 
事業創造大学院大学 教授  富山 栄子 輸入規制を受けている新車市場 
  
15:45-16:15 
住友商事 自動車リテイルファイナンス事業部 木村 将裕 金融事情と販売金融現況 
  
16:15-16:45 









     
17:15-18:45 
懇親会  参加費 2000 円(協力会会員は無料) 
司会 京都大学経済学部特任教授/東アジア経済研究センター協力会理事 宇野輝 
開会挨拶 京都大学東アジア経済研究副センター長/京都大学経済学部准教授 矢野剛 







主催 ： 京都大学東アジア経済研究センター 
後援 : 京都大学東アジア経済研究センター協力会 
 
2013年 11月 9日(土) 13時 
 
於 ： 京都大学東京オフィス (品川インターシティ A棟 27階) 
 
司会 東京都市大学 教授 井上隆一郎  
 
１．短発話         
 13:00-13:40 
 □未定 
２．報告          
 13:40-15:30 
 □藁科 吉晴 (日本中古車輸出業協同組合/藤山トレーディング) 
□横堤 俊人 （日本中古車輸出業協同組合/平和オート） 
   日本の中古車輸出の現状について 
 
 □塩地 洋 （京都大学） 
   新車ディーラーによる中古車輸出の可能性を探る 
 
 □種谷 謙一 （セントパーツ） 
   日本からのリサイクル部品の輸出 
 
 






































時  間： 2013年11月19日(火) 16:30－18：00  
場  所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館・地下１階みずほホール  
報告者： 戴暁芙（復旦大学日本研究センター副教授）  
テーマ： 中国の 「土地財政」と地方政府の投融資プラットフォーム問題について 
 
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2013年度における開催(予定)日は以下の通りです。  









                                                             小島正憲 
 



















































































































































                                                                 以上 
************************************************************************************************ 




                                                             小島正憲 
 
インドネシア特集                                                    
１．「経済大国インドネシア」   ２．「可能性の大国 インドネシア」   ３．「インドネシアが選ばれるのには理由がある」   
４．「インドネシア９・３０事件の謎を解く」   ５．「スハルト帝国の崩壊」 
 
１．「経済大国インドネシア」  佐藤百合著  中公新書  ２０１１年１１月２０日 

















































２．「可能性の大国 インドネシア」  矢野英基著  草思社  ２０１２年１２月１７日 





























３．「インドネシアが選ばれるのには理由がある」  茂木正朗著  日刊工業新聞社  ２０１２年４月２６日 






















４．「インドネシア９・３０事件の謎を解く」  千野境子著  草思社  ２０１３年１０月４日 











































５．「スハルト帝国の崩壊」  吉村文成著  めこん  １９９９年５月２７日 





























 中国の高速鉄道は 2011 年 7 月の温州郊外での追突事故以来、新規車両の入札がストップし、建設工事も
スローダウンしていた。2013 年 3 月に鉄道部が解体され、中国鉄路総公司が発足、7 月 24 日の国務院の会
議で李克強首相が「鉄道は国家の重要なインフラ」と鉄道建設の推進を決め、2013 年の鉄道投資額を 6600
億元（約 10兆 5600億円）と従来計画から 100億元上積みした。それに呼応して、中国政府直轄の鉄道投資
会社、中国鉄路建設投資公司は高速鉄道車両の入札を再開すると発表、南部や西部の路線向け 91編成の高速
列車を調達する計画を明らかにした。調達規模は 500億元（約 8000億円）程度と見られる。 
 













 CRH2：日本・川崎重工業の新幹線技術、200 キロ級 
 CRH3：独・シーメンス技術、300 キロ級 
 CRH5：仏・アルストム技術、200 キロ級 
 CRH380：中国で技術改造、組み合わせて製造した電車、300 キロ級。 
     380 とは、北京⇔上海を 4 時間で走るという当時の鉄道部長の発想から逆算すると時速 380 キ
ロが必要ということでこの番号をつけた。 




  ① 2002 年、中国初の旅客専用線、瀋陽⇔泰皇島間の専用線が完成するに当たり、中国の高速鉄道の試験
が行われ始めた。2002 年 9 月、中国が自主開発した“先峰号”が 292 キロ、同 11 月、“中華の星”が
320 キロを記録した。また在来線と専用線の互換性を実証した。 


















メンスは技術移転費 3.9億ユーロ、1 編成車両に 3.5 億元の要求を行い、譲らなかったため落札できず、
他の3社は中国指定スペックを前提に、中国企業と組んだ企業共同体としてそれぞれ落札した。（当時、
鉄道部の技術移転費の許容額は 1.5 億ユーロであった） 
 
（なお、落札に失敗したシーメンス交通は、このために株が暴落、シーメンス本社は商談参加者全員
を帰国させ CEO を更迭した。シーメンス交通はその翌年の 300 キロ級の入札では、コストを半分






て 40 編成受注。合弁のため直接鉄道部には技術費なし。生産する車種の番号は CRH1. 原型はボ
ンバルディアの Regaina C2008 で、運行速度 200 キロ、最高速度 250 キロ。 広州⇔深圳の在来
線にまず適用した（CRH1A：標準 8 車両の編成）。その後、北京⇔上海間の在来線輸送力増強と快
適サービス提供のため、2007 年、以下 2 車種をそれぞれ 10 と 20 編成追加受注した。 
 （CRH1B：標準 16 車両の編成、CRH1E：16 寝台車編成） 
 
                    
     CRH1                Regaina 
 
川崎重工業：四方機車車両と共同で 60 編成受注。3 編成は日本からの輸入、6 編成は青島で組み立て、
残り 51 編成は基幹部品を輸入して青島で生産。車種番号 CRH2。 
技術は中国国内使用に限定。原型は新幹線 E2-1000、運行速度 200 キロ、最高速度 250 キロ。 
                   
      CRH2              新幹線 E2-1000 
 
標準 8 車両編成は CRH2A、その後、在来線輸送力増強と快適サービス提供のため、以下改造版の 2
車種 20 編成ずつ追加受注。（CRH2B：16 車両編成、CRH2E：16 寝台車編成） 
 
四方が技術移転を受けてからのち、原型の 4＋4（8 車両のうちの 4 車両が動力付）を 6＋2 にして
CRH2C を製造、それを 300 キロ級として使用。その改造に日本から安全性問題に責任を負わない
と注文をつけられ、一時話題を呼んだ。 
 
アルストム：長春客車と組んで 60 編成受注。3 編成は輸入、6 編成は長春で組み立て、残りは基幹部
品輸入で長春生産。車種番号 CRH5。原型は SM3、時速 200 キロ、最高速度 250 キロ。標準 8 車
両編成は CRH5A。 
 
                   
       CRH5               SM3  
    












  シーメンス：1 回目の 200 キロ級で受注に失敗したシーメンスが、中国北車唐山軌道客車と組んで、技
術移転費 0.8 億ユーロ、1 編成あたり 2.5 億元の価格で 60 編成を受注した。車種番号は CRH3. 原
型は ICE3、運行速度 330 キロ、最高速度 380 キロ。CRH3C は 8 車両編成、CRH3D は 16 車両編成。 
                     
       CRH3                 ICE3 
 
中国南車四方機車車両は川崎重工業から 300 キロ級の技術移転を拒否されたので、所有している
E2-1000 技術を改造して（4+4 を 6+2 に動力車増設）作った CRH2C をもって応札、受注に成功した。
CRH2C は北京⇔天津を走ったが、1 年後、武漢⇔広州間の高速鉄道に転出、北京⇔天津は CRH3 が
主役となっている。 




  2008 年、北京⇔上海間の高速鉄道建設が始まり、4 時間で走らせるという、当時の鉄道部長の発想で、
CRH380 という車種番号がつけられた。 
 
  四方が（川崎重工技術）の CRH2C をもとに、形、モーターを変えて、また、ブレーキはドイツ製、ソ
フトは日本のままで CRH380A を開発。 
  唐山軌道客車がシーメンス CRH3 をもとに形を変えて CRH380B を開発した。 
 （CRH380A はソフト以外いろいろ改造したが、CRH380B は CRH3 のパワー余りを食っただけとの批判
がある） 
 
  このいわゆる世界最速電車は 2008 年、全部で 400 編成が発注された。2010 年 10 月開通した上海⇔杭
州間の高速鉄道は始めて CRH380A を導入、416 キロの記録を残した。 
 CRH380 シリーズはいわゆる“国産化”を実現して、2011 年 6 月開通した北京⇔上海間の高速鉄道に
使用され、今後の中国の高速鉄道の主力車種となる。 
 
  CRH380A：中国南車四方が開発、生産 
  CRH380B：中国北車唐山車両が開発生産 
  CRH380C：中国北車長春車両が最近開発着手したもの。CRH380B とほぼ一緒 
  CRH380D：四方ボンバルディア BST がボンバルディアの新型 ZEFIRO 380 を真似て開発した。現在、
２編成納入したのみ（70 編成のうち） 
                       






       CRH380D 
おわりに 
 A 氏の話をうまく整理できず、長々と記述したが、中国高速鉄道は 2011 年 7 月 23 日の温州郊外における
“動車”衝突事故（衝突したのは双方 200 キロ級の電車）のあと、スピード重視の鉄道部も安全重視に転換、










四横：①青島⇔済南⇔太原       四縦：①北京⇔上海 
   ②徐州⇔鄭州⇔西安          ②北京⇔武漢⇔広州 
③南京⇔武漢⇔重慶          ③ハルビン⇔大連／北京 
  ④杭州⇔長沙             ④杭州⇔アモイ⇔深圳 
 
































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2            
6 月 9.5 15.1 17.7 6.4 11.8 223 17.9 19.0 6.6 2.8 15.9 15.2 
7 月  14.0 17.2 6.5 27.7 315 20.3 23.0 2.7 19.8 14.7 15.0 
8 月  13.5 17.0 6.2 33.4 178 24.4 30.4 6.4 11.1 13.6 14.8 
9 月 9.1 13.8 17.7 6.1 27.3 145 17.0 21.1 -3.5 7.9 13.1 14.3 
10 月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11 月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12 月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012 年             
1 月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2 月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3 月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4 月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5 月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 





7 月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8 月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9 月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10 月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11 月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12 月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013 年             
1 月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2 月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3 月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
